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伝統産業とは？

「産業」とは、人々が生活する上で必要なものをつくったり、提供する、経済活

動のことを指します。私たちはほぼこの経済活動の中にいて、「産業」は生活に

切っても切り離せないものです。伝統産業は、昔から続く技法を守りつつ改良を

加え、多くの人の手により「暮らしに根付いた実用品」をつくっていることを指

します。

伝統産業・・・古くから続く技術で産業として成り立っているもの

伝統工芸・・・手仕事、陶芸・漆芸・染織など、小規模なものづくり全般
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美濃焼
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9/12 キックオフ

セラミックバレーMINO構想についてご紹介いただき、オープンデータ活用事例

として九谷焼での取り組みを学びました



#udc2021

ワールドカフェ

参加者によるワールドカフェを行い「伝統産業×ITでできること」のイメージを広

げました。

https://docs.google.com/presentation/d/1_oU8Q4UC4icoOn20LyjRE8aOMHaHxpnwbvOL5OhQ-NA/edit#slide=id.gea630ade12_1_16
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10/31 勉強会

濃地域の課題を掘美り下げるために、RESASを活用してデータから課題の具体化

を実施しました
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RESAS データ分析

RESASにてデータを分析しながら、美濃地域の特徴についてグループワークで話

し合いをしました。

https://docs.google.com/presentation/d/1rj4n9BTBTsZ8ZKxjtAIMq5pqspn7VPopiuGczkdngQU/edit
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分科会

いままで出てきたアイデアをまとめて、二つの分科会を立ち上げました

美濃に関する
データをつくる
分科会

陶器のイメージ
を広げる
分科会
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11/21 フィールドワーク (1日目)

https://photos.app.goo.gl/NhudZHkZM7YKwJ1S7
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11/27 フィールドワーク (2日目)

https://photos.app.goo.gl/hnFocWCaDQNKummP7
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12/5 デザイン思考ワークショップ

フィールドワークでのインプットを元に、ヒトを中心とした課題解決の方法であ

るデザイン思考を用いてワークショップを行いアイデアを具体化しました。
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美濃に関する
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どうすれば、わたしたちは

できるだろうか？ と
仮設を立てて、各自でアイデアを出し、まとめました

どうすれ

グループＡ 仮設創りとして、

⭐️感じた多様な面白い体験を、伝えることが（収集と発信データ）

⭐️多治見のまちの楽しさを、伝えることが
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陶器のイメージ
を広げる
分科会



どうすれば、わたしたちは

できるだろうか？

陶器を異世界に持っていくことが

グループB



#udc2021

プロトタイピング

アイデアをすぐにテストして、状況に適した手法で改善すること



デザイン思考のプロセス

「解決策の実現」において仮説の検証を行う

課題の定義 解決策の実現

解決策の検証
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成果のまとめ

● 伝統産業の実態を知り、ユーザー中心のデザイン思考を取り入れたサ

ービスの検討を実施できた

● 伝統産業の産地である多治見市のフィールドワークを２回実施し、２

つの分科会のインプットとして活動することができた

● 伝統産業に対してITを掛け合わせることで新しい価値を提供できるこ

とを検討することができた
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